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第１部 演題：家業から企業へ／想いと雇用を未来へつなぐM&A

講師：株式会社サーテックカリヤ 会長竹内弘一氏

第２部 演題：セレンディップの使命と承継後の企業成長

講師：セレンディップ・ホールディングス株式会社代表取締役社長兼CEO 竹内在氏

日時：2026年9月30日(水)15:00～16:30

会場：日本自動車部品工業会701会議室

〒108-0074東京都港区高輪1-16-15 部品会館7F

アクセス https://www.japia.or.jp/access/

Web：Zoomウェビナー(Web参加上限500名まで)

*お申込みについて* 視聴をご希望の方は以下の参加申込フォームから必要事項をご入力ください。

参加申込フォーム：https://www.japia.or.jp/20260930/

申込〆切：9月24日(木)まで

※会場スペースの都合上、会場参加多数の場合は調整させていただきます。

※Web参加の方にはご登録をいただいたメールアドレスへ前日までに視聴URLを送信します。

【開催案内】講演会：テーマ「M&A、事業承継」

https://www.japia.or.jp/access/
https://www.japia.or.jp/20260930/
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【第１部】講演概要・講師略歴

演題：家業から企業へ／想いと雇用を未来へつなぐM&A

講師：株式会社サーテックカリヤ 会長竹内弘一氏

*講演概要*

創業76年、自動車部品の表面処理技術で成長してきたサーテックカリヤは、2025年7月、セレンディップHDグループに

参画。カリスマ・オーナー経営者であった先代から受け継いだ技術・信頼・企業文化という「タスキ」を、次の100年へ確

実につなぐには、属人経営から脱却し、暗黙知を形式知へ落とし込むことが不可欠です。

優秀な人材が育っている「今」だからこそ下したM&Aの決断と、家業から持続的に成長する企業への変革の歩みを、

当事者の言葉で率直に語ります。事業承継に向き合う経営者の皆様へ、想いと責任を未来へつなぐ選択肢を提示

します。

＜講師略歴＞

竹内弘一（たけうち こういち）株式会社サーテックカリヤ 会長兼 セレンディップHD 執行役員

1969年愛知県刈谷市生まれ。1993年岐阜経済大学経済学部を卒業後、同年、現サーテックカリヤ（当時・刈谷鍍金工業

所）に入社。インドネシア・フィリピンの海外現地法人への出向を経て、生産管理や品質管理などの現場で経験を積む。

2007年に取締役、2011年に専務取締役、2013年に代表取締役社長に就任し、国内外での事業拡大と経営基盤の強化を

推進。2025年7月のセレンディップHDグループ参画を経て、2026年6月より現職（会長）。2026年5月まで刈谷機械工業協

同組合の理事長も務める。
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【第２部】講演概要・講師略歴

演題：セレンディップの使命と、承継後の企業成長

講師：セレンディップ・ホールディングス株式会社代表取締役社長兼CEO 竹内在氏

*講演概要*

創業家から受け継いだ会社の「タスキ」を、どう次の100年へつなぐのか。

セレンディップが掲げる「100年企業の創出」「家業から企業へ」の考え方を軸に、M&Aをゴールではなく成長の起点と

捉え、事業承継後の経営の見える化、組織づくり、DX・自動化、グループ連携によって企業をどう変えていくのかを、

株式会社サーテックカリヤの例に加えて、同じくセレンディップHDグループに加わった部工会会員でもある三井屋工業

株式会社などの実例を交えて紹介します。

技術・雇用・顧客との信頼を守りながら、変化に対応し持続的に成長する会社をつくるためのポイントをお伝えします。

＜講師略歴＞

米国Bradford大学マネジメント学部卒業。ニフティ株式会社の経営企画担当として、インターネット市場の黎明期に、

経営計画策定や市場・競合分析、CI／ブランディングなどの業務に従事。

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社にて、経営・マーケティング戦略のコンサルタントとして活躍。その後、日本オ

ラクル株式会社のマーケティング本部長に就任。マーケティング戦略の立案から製品のプロモーション展開、市場・競合分

析など、潜在顧客の掘り起こしと需要の喚起を中心としたマーケティング活動を推進。現在は、セレンディップ・ホールディ

ングス株式会社の代表として、子会社の経営にも従事。
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